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徳峰　一成 議員

市 政を問う
　
　
　
　
　
　
　

市
長
に
４

年
ご
と
に
支
給
さ
れ
る
１
，

６
７
０
万
円
の
退
職
金
は
、

廃
止
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

あ
る
い
は
大
幅
引
き
下
げ
を

要
求
し
た
い
。

　
　
　
　
　

退
職
金
制
度
は
、

県
市
町
村
事
務
組
合
の
条
例

に
基
づ
い
て
お
り
、
引
き
下

げ
や
廃
止
は
事
務
組
合
で
決

定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
　

市
長
自
身
は
必
要
と
お

考
え
か
。

　
　
　

私
は
職
員
よ
り
勤
務

時
間
が
長
い
。
仕
事
に
も
責

任
を
負
っ
て
い
る
。

　
　

市
長
は
７
月
に
も
退

職
金
１
，６
７
０
万
円
、
夏

の
ボ
ー
ナ
ス
給
料
合
わ
せ
て

２
千
万
円
近
く
が
支
給
さ
れ

る
。
こ
れ
は
致
し
方
な
い
金

額
か
。

　
　
　

鹿
児
島
市
の
場
合
は
、

何
億
と
な
る
よ
う
だ
。（
そ

れ
と
比
べ
た
ら
）
４
年
ご
と

だ
と
だ
い
ぶ
安
い
。
退
職
金

は
当
然
受
け
る
べ
き
だ
と
考

え
る
。

　
　

そ
う
な
ら
退
職
金
を
大

幅
に
引
き
下
げ
る
考
え
は

な
い
か
。
方
法
的
に
は
可
能

で
あ
り
、
市
長
の
判
断
に
か

か
っ
て
い
る
。

　
　
　

私
は
仕
事
の
責
任
を

多
く
背
負
っ
て
い
る
。
こ
れ

で
い
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　

全
国
的
に
子
ど
も
の
医

療
費
無
料
の
年
齢
を
引
き

上
げ
る
大
き
な
流
れ
が
あ
る
。

曽
於
市
で
も
小
学
６
年
ま
で

無
料
と
す
る
政
策
的
決
断
を

求
め
た
い
。

　
　
　

曽
於
市
は
昨
年
か
ら

小
学
校
に
入
学
す
る
ま
で
無

料
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
県

下
で
も
高
い
位
置
に
あ
る
。

　
　

群
馬
県
や
神
奈
川
県
内

の
す
べ
て
の
自
治
体
は
、
今

年
10
月
１
日
か
ら
中
学
３
年

ま
で
無
料
化
の
方
向
で
あ
る
。

こ
れ
が
全
国
的
な
流
れ
で
は

な
い
か
。

　
　
　

今
後
、
こ
れ
で
い
い

の
か
検
討
し
た
い
。

　
　

県
内
の
17
市
の
中
で
消

費
生
活
相
談
員
を
設
置
し
て

い
な
い
の
は
、
曽
於
市
と
南

九
州
市
の
２
市
だ
け
の
よ
う

で
あ
る
。
消
費
生
活
に
つ
い

て
資
格
を
持
っ
た
相
談
員
を
、

今
年
中
に
は
設
置
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

　
　
　

で
き
る
だ
け
そ
の
方

向
で
取
り
組
み
た
い
。

　
　

私
が
今
年
３
月
市
議
会

で
取
り
上
げ
た
労
働
相
談
窓

口
は
、
経
済
課
に
設
置
が
み

ら
れ
た
が
、
予
算
措
置
が
み

ら
れ
な
い
。

　

市
民
の
相
談
に
し
っ
か
り

対
応
で
き
る
よ
う
、
職
員
の

研
修
を
含
む
必
要
な
予
算
措

置
は
と
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　

有
線
放
送
な
ど
で
も
、

窓
口
設
置
を
市
民
に
お
知
ら

せ
し
た
い
。
必
要
な
予
算
は

対
応
し
て
い
き
た
い
。

徳
峰
一
成
議
員

池
田
市
長

1 歳半・３歳児検診

消費生活相談窓口の経済課

市
長

問

市
長
な
ど
三
役
の
退
職
金
は

大
幅
値
下
げ
か
、
廃
止
を

市
長
／�

当
然
受
け
る
べ
き

小
学
６
年
ま
で
医
療
費
は

無
料
に
す
べ
し

問

市
長

市
長

問

消
費
生
活
相
談
員
の

設
置
を

問市
長

問

市
長

問

市
長

問市
長
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一般質問
5議員登壇 市 政を問う

　
　
　
　
　
　
　

市
政
運
営

の
課
題
と
評
価
を
伺
い
た
い
。

　
　
　
　
　

地
域
の
均
衡
あ

る
発
展
に
配
慮
し
、
旧
町
の

融
合
と
一
体
感
の
醸
成
を
し
、

持
続
可
能
な
財
政
運
営
と
行

政
改
革
の
推
進
等
を
最
重
要

課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
き

た
。
課
題
は
山
積
し
て
い
る

が
基
本
的
な
形
作
り
が
出
来

た
と
評
価
し
て
い
る
。

　
　

今
後
の
課
題
と
目
標
は
。

　
　
　

少
子
高
齢
化
対
策
・

住
環
境
の
整
備
・
農
畜
産
政

策
の
推
進
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
、

行
政
改
革
の
推
進
と
持
続
可

能
な
財
政
運
営
で
あ
る
。

　
　

２
期
目
へ
の
新
施
策
は
。

　
　
　

農
作
物
の
曽
於
市
ブ

ラ
ン
ド
化
の
確
立
、
広
域
救

急
医
療
体
制
の
確
立
、
北
部

消
防
署
庁
舎
改
築
、
企
業
誘

致
条
件
の
見
直
し
に
よ
り
企

業
誘
致
、
子
ど
も
を
育
て
や

す
い
環
境
整
備
、
中
学
校
の

統
合
等
を
考
え
て
い
る
。

　
　

農
業
・
商
業
後
継
者
の

組
織
へ
の
未
加
入
者
状
況
と

後
継
者
へ
の
支
援
策
は
。

　
　
　

農
業
後
継
者
は
１
３

６
名
、
商
業
後
継
者
は
51
名

で
あ
る
。
農
業
後
継
者
の
未

加
入
者
は
一
概
に
言
え
な
い

が
、
商
業
後
継
者
の
未
加
入

者
は
57
名
で
あ
り
、
加
入
率

を
高
め
て
い
き
た
い
。
今
後

も
新
規
就
農
者
支
援
制
度
や

結
婚
祝
金
制
度
の
継
続
を
し
、

各
組
織
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
後
継
者
育
成
に
努
め
て
い

き
た
い
。

　
　

県
道
整
備
の
要
望
が
多

い
が
、
未
整
備
区
間
が
整
備

完
了
ま
で
に
何
年
か
か
る
か
。

　
　
　

県
道
は
2�
路
線
で

整
備
済
９
路
線
、
整
備
率

は
地
方
道
95
・
８
％
、
一
般

道
58
・
６
％
と
な
っ
て
い
る
。

歩
道
は
�7
・
６
％
、
現
在
５

路
線
８
区
間
を
工
事
し
て
い

る
。
整
備
完
了
の
時
期
は
明

示
で
き
な
い
。

　
　

県
道
整
備
を
市
参
加
型

で
負
担
金
を
増
額
し
て
で
も

推
進
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　

負
担
金
の
増
額
は
厳

し
い
が
、
伐
採
等
に
つ
い
て

は
県
と
管
理
協
定
を
締
結
し

実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ

り
、
今
後
検
討
し
た
い
。

　
　

本
市
の
取
り
組
み
状
況

は
。

　
　
　

５
市
２
町
に
よ
り
、

霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
連
絡

協
議
会
が
設
立
さ
れ
、
地
質

遺
産
の
保
護
、
教
育
へ
の
活

用
及
び
観
光
資
源
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
。
今
後
啓
発

活
動
や
研
修
会
と
地
質
遺
産

の
保
護
活
用
に
向
け
た
取
組

み
を
推
進
し
た
い
。

　
　

ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
の
た

め
の
今
後
の
取
り
組
み
は
。

　
　
　

市
内
全
域
を
対
象
と

し
た
取
り
組
み
と
な
る
が
、

悠
久
の
森
・
桐
原
の
滝
・
三

連
轟
・
溝
ノ
口
洞
穴
・
大
川

原
峡
や
シ
ラ
ス
台
地
の
活
用

を
し
て
い
き
た
い
。

　
　

市
民
や
児
童
・
生
徒
へ

ど
の
よ
う
な
活
動
を
期
待
し

て
い
く
の
か
。

　
　
　

市
民
に
は
地
質
遺
産

を
活
用
す
る
た
め
案
内
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
育

成
・
研
修
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
児
童
生
徒
に
は

地
質
遺
産
の
総
合
学
習
へ
の

活
用
等
を
進
め
て
い
き
た
い
。

※
霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
と
は

　

ジ
オ
パ
ー
ク
と
は
、
地
質

学
的
に
重
要
で
貴
重
な
、
ま

た
は
美
し
い
地
域
活
動
の
遺

産
が
多
数
存
在
す
る
自
然
公

園
の
こ
と
。

　

霧
島
山
周
辺
の
５
市
２
町

で
組
織
す
る
環
霧
島
会
議
で

は
、
特
色
と
活
力
の
あ
る
地

域
づ
く
り
と
地
域
の
振
興
を

目
的
に
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
に

向
け
て
、
昨
年
10
月
に
霧
島

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
連
絡
協
議

会
を
設
立
し
て
い
る
。

曽
於
市
の
ブ
ラ
ン
ド
品

美しく広がる霧島連山
（写真提供：霧島市）

問

池田市政₁期目の総括は

市長／基本的な形作りができた

大
津
亮
二
議
員

池
田
市
長

問

市
長

問

市
長

市
長

農
・
商
業
後
継
者
の
育
成
は

土
木
行
政（
県
道
）は

霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
の
取
り
組
み
は

問問市
長

問

問市
長

問市
長

市
長

市
長

大津　亮二 議員
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教
育
の
観
点
か
ら
は
ど

う
対
応
さ
れ
る
か
。

　
　
　
　
　
　

地
学
の
専
門

家
等
の
ジ
オ
パ
ー
ク
専
門
委

員
を
委
嘱
し
た
り
、
身
近
な

自
然
や
環
境
を
教
材
に
し
た

り
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
学

習
に
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と

を
、
環
霧
島
教
育
長
会
議
で

確
認
し
た
。

　

ま
た
毎
月
の
教
育
委
員
会

や
そ
れ
ら
の
会
合
等
で
も
い

ろ
い
ろ
と
す
す
め
て
い
く
。

迫　杉雄 議員

　
　
　
　
　
　

中
心
市
の
鹿

屋
市
、
都
城
市
に
対
し
て
本

市
と
し
て
は
ど
の
様
な
形
成

協
定
並
び
に
共
生
ビ
ジ
ョ
ン

が
考
え
ら
れ
る
か
。

　
　
　
　
　

定
住
自
立
圏
構

想
は
、
都
市
機
能
を
持
つ
中

心
市
、
宣
言
を
し
た
鹿
屋
市

が
想
定
し
て
い
る
取
り
組
み

は
、
①
農
業
の
振
興
、
②
漁

業
の
振
興
、
③
交
通
・
観
光
、

④
医
療
の
４
項
目
で
あ
る
。

　

本
市
と
し
て
考
え
ら
れ
る

の
は
、
農
業
の
振
興
、
交
通
・

観
光
の
２
項
目
で
あ
る
。
都

城
市
は
広
域
救
急
医
療
体
制

の
１
項
目
で
あ
る
。

　
　

曽
於
市
の
10
年
後
、
20

年
後
の
将
来
像
は
ど
の
様
に

迫
杉
雄
議
員

池
田
市
長

描
か
れ
て
い
る
の
か
、
市
長

の
所
見
を
伺
い
た
い
。

　
　
　

本
市
に
お
い
て
は
、

人
口
の
減
少
が
著
し
く
、
少

子
高
齢
化
が
一
段
と
進
む
、

人
口
減
の
抑
制
対
策
、
定
住

対
策
、
集
落
機
能
の
維
持
、

存
続
等
が
急
務
な
課
題
で
あ

る
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
解
決
に
向

け
た
農
業
の
振
興
、
交
通
体

系
の
整
備
、
教
育
の
充
実
、

住
環
境
の
整
備
、
近
隣
の
市

町
村
連
携
、
協
力
す
る
定
住

自
立
圏
の
構
築
も
視
野
に
入

れ
て
地
域
の
活
性
化
に
つ
な

げ
て
い
く
。

※
定
住
自
立
圏
構
想
と
は

　

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化

が
進
行
す
る
中
で
、
地
方
で
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
を

各
地
に
形
成
し
、
地
方
圏
か

ら
三
大
都
市
圏
へ
の
人
口
流

出
を
食
い
止
め
る
と
と
も
に
、

地
方
圏
へ
人
の
流
れ
を
創
る

た
め
に
全
国
的
な
見
地
か
ら

推
進
し
て
い
く
構
想
の
こ
と
。

　
　

平
成
22
年
度
に
認
定
申

請
が
先
送
り
さ
れ
た
が
、
本

市
と
し
て
は
今
度
ど
の
様
な

活
動
を
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　

霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
の

認
定
申
請
に
つ
い
て
は
、
当

初
７
月
の
審
査
に
向
け
た

手
続
き
を
予
定
し
て
い
た
が
、

１
年
間
申
請
を
先
送
り
に
し

た
。

　

そ
の
理
由
は
、
ジ
オ
パ
ー

ク
と
し
て
の
活
動
実
績
が
少

な
く
、
低
い
評
価
に
な
る
も

の
と
推
察
さ
れ
た
こ
と
、
本

市
と
し
て
は
具
体
的
な
取
り

組
み
は
し
て
い
な
い
。
今
後

は
、
霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進

連
絡
協
議
会
と
連
携
し
て
ジ

オ
パ
ー
ク
認
定
に
向
け
た
課

題
等
の
取
り
組
み
を
行
い
た

い
。

　
　

桐
原
の
滝
並
び
に
三
連

轟
を
生
か
し
て
悠
久
の
森
の

発
展
に
つ
な
げ
ら
れ
な
い
か
。

　
　
　
「
桐
原
の
滝
」「
三
連

轟
」
の
あ
る
大
川
原
峡
一
帯

は
、
霧
島
火
山
の
加
久
藤
カ

ル
デ
ラ
か
ら
約
�0
万
年
前
に

噴
出
し
た
火
砕
流
の
堆
積
物

で
凝
灰
岩
が
、
川
の
浸
食
に

よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
。

　

本
市
で
も
大
川
原
峡
周
辺

地
域
整
備
計
画
検
討
委
員
会

を
立
ち
上
げ
て
、
全
体
的
な

環
境
整
備
を
図
っ
て
い
く
。

　

ま
た
、
環
霧
島
会
議
の
観

光
部
会
で
「
ぐ
る
っ
と
環
霧

島
観
光
マ
ッ
プ
」
も
で
き
あ

が
っ
て
お
り
、
市
内
に
配
布

し
、
大
川
原
峡
一
帯
を
火
山

の
恵
み
を
味
わ
え
る
観
光
地

に
し
、
地
域
の
振
興
を
図
り

た
い
。

問

植
村
教
育
長

定
住
自
立
圏
構
想
は
ど
う
な
る

市
長
／
鹿
屋
市
、
都
城
市
と
の
協
定
を

市
長

総務省ホームページより

渓谷の美しい三連轟
（財部町溝ノ口発電所上流）

霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
へ
の

本
市
の
対
応
は

問市
長

問市
長

問
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五位塚　剛 議員

　
　
　
　
　
　
　

大
工
さ
ん

を
含
め
た
中
小
企
業
者
の
仕

事
確
保
の
た
め
の
住
宅
リ
フ

ォ
ー
ム
助
成
制
度
が
全
国
各

地
に
広
が
っ
て
い
る
。
検
討

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　

住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
に
つ
い
て
は
、
所
得
税
控

除
等
の
支
援
制
度
が
あ
る
。

本
市
で
は
重
度
身
体
障
害
者

な
ど
の
い
る
世
帯
へ
の
改
造

費
助
成
を
実
施
し
て
い
る
。

な
お
大
工
さ
ん
を
含
め
た
中

小
企
業
の
仕
事
の
確
保
の
た

め
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
及

び
廃
屋
撤
去
助
成
事
業
等
で

き
な
い
か
検
討
し
た
い
。

　
　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業

に
支
援
す
る
こ
と
は
、
地
域

の
中
小
企
業
、
自
営
業
者
支

援
に
つ
な
が
る
と
思
う
が
、

市
長
も
同
じ
考
え
で
あ
る
か
。

　
　
　

基
本
的
に
は
同
じ
考

え
で
あ
る
。
今
後
都
城
市
を

含
め
て
勉
強
し
た
い
。

　
　

米
作
り
の
用
水
路
の
溝

払
い
な
ど
は
、
ど
こ
の
地
区

も
農
家
の
高
齢
化
で
困
っ
て

い
る
。

　

曽
於
市
の
今
後
の
水
田
作

業
に
つ
い
て
、
用
水
路
の
維

持
管
理
を
ど
う
考
え
て
い
る

か
。

　
　
　

用
水
路
の
溝
払
い
な

ど
は
土
地
改
良
区
や
地
元
関

係
で
管
理
さ
れ
て
い
る
。
維

持
管
理
に
必
要
な
ト
ラ
フ
や

生
コ
ン
等
の
原
材
料
の
支
給

は
行
っ
て
い
る
。

　
　

地
域
的
に
高
齢
者
が
多

く
、
維
持
が
で
き
な
い
と
こ

ろ
は
人
的
補
助
も
必
要
で
は

な
い
か
。

　
　
　

財
政
上
厳
し
い
の
で

考
え
て
い
な
い
。
集
落
営
農

な
ど
は
支
援
し
て
い
く
。

　
　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
に
代
わ

り
グ
ラ
ン
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で

の
健
康
づ
く
り
が
盛
ん
で
あ

る
。
畑
等
の
借
地
料
を
含
め

て
支
援
で
き
な
い
か
。

　
　
　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

は
高
齢
者
に
人
気
が
あ
り
、

健
康
づ
く
り
の
た
め
に
も
大

変
い
い
ス
ポ
ー
ツ
だ
と
思

う
。
い
ろ
い
ろ
大
会
が
あ
る

が
、
公
の
施
設
で
足
り
て
い

る
と
考
え
る
。
地
域
で
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に
つ
い
て

は
、
自
主
的
に
確
保
し
て
頂

き
た
い
。

　
　

曽
於
市
内
の
木
材
使
用

の
需
用
が
減
っ
て
い
る
。
ス

ギ
、
ヒ
ノ
キ
を
住
宅
建
設
に

利
用
す
る
場
合
、
林
業
振
興

の
立
場
か
ら
支
援
で
き
な
い

か
。

　
　
　

平
成
20
年
度
の
曽
於

市
内
の
住
宅
建
設
は
１
２
４

戸
で
木
造
住
宅
が
１
２
２
戸

で
あ
る
。

　

市
と
し
て
は
、
公
営
住
宅

や
公
園
の
整
備
に
つ
い
て
は

地
元
産
を
利
用
す
る
よ
う
指

導
し
て
い
る
。

　

林
業
振
興
に
は
ス
ギ
、
ヒ

ノ
キ
の
除
間
伐
を
す
す
め
て

い
く
。

　
　

昭
和
5�
年
頃
は
、
ス
ギ

の
単
価
は
１
㎥
あ
た
り
平
均

４
万
２
千
円
で
あ
っ
た
。
平

成
21
年
度
は
平
均
７
千
円
に

落
ち
込
ん
で
い
る
。
今
、
最

悪
の
状
況
で
あ
る
。
森
林
振

興
の
た
め
市
単
独
補
助
９
０

０
万
円
は
あ
り
が
た
い
。
今

後
は
一
反
歩
あ
た
り
除
間
伐

補
助
を
市
内
の
方
は
、
３
千

円
を
５
千
円
に
引
き
上
げ
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　

除
間
伐
支
援
補
助
は

増
額
を
含
め
て
検
討
を
す
す

め
て
い
く
。

※
五
位
塚
剛
氏
は
、
６
月
19

日
付
で
議
員
辞
職
し
ま
し
た
。

五
位
塚
剛
議
員

池
田
市
長

住宅リフォーム助成制度の
取り組みは

市長／取り組みを検討したい

問市
長

撤去対象の廃屋

曽於市森林組合

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
の

共
同
利
用
へ
の
支
援
を

曽
於
市
の
材
木
使
用
に

住
宅
建
設
補
助
を

問

市
長

問

市
長

水
田
の
維
持
管
理
は

問市
長

問市
長

問市
長
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制
定
に
期
待
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
市
と
し
て
も
要

望
活
動
を
し
て
い
る
。

八木　秋博 議員

　
　
　
　
　
　
　

平
成
17
年

度
合
併
後
の
曽
於
市
過
疎
地

域
自
立
促
進
計
画
５
ヵ
年
の

進
捗
状
況
は
。

　
　
　
　
　

平
成
17
年
度
か

ら
平
成
20
年
度
ま
で
の
過
疎

計
画
の
全
事
業
に
対
す
る
進

捗
状
況
は
、
件
数
で
４
２
０

件
、
率
に
し
て
76
・
92
％
、

事
業
費
で
１
２
２
億
３
，１

６
７
万
９
千
円
、
率
に
し
て

78
・
2�
％
で
あ
る
。

　
　

当
過
疎
計
画
推
進
に
お

け
る
効
果
と
初
代
首
長
任
期

と
し
て
の
自
己
評
価
は
ど
う

か
。

　
　
　

産
業
の
振
興
や
生
活

基
盤
と
な
る
市
道
、
農
道
等

の
道
路
施
設
の
整
備
、
上
下

池
田
市
長

水
道
施
設
等
の
生
活
環
境
の

改
善
、
農
林
業
の
振
興
、
教

育
、
文
化
、
施
設
の
整
備
等

過
疎
債
を
活
用
し
た
ハ
ー
ド

整
備
分
野
に
効
果
が
あ
っ
た

と
思
う
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
都
市
部
と

の
格
差
に
一
定
の
是
正
が

な
さ
れ
た
と
思
っ
て
い
る
が
、

引
き
続
き
人
口
減
少
や
高
齢

化
に
よ
り
、
生
産
機
能
の
低

下
、
集
落
維
持
存
続
な
ど
変

化
す
る
社
会
環
境
へ
の
新
た

な
る
対
応
が
、
今
後
の
課
題

だ
と
思
っ
て
い
る
。

　
　

昭
和
�0
年
旧
町
合
計
７

万
人
を
ピ
ー
ク
に
昭
和
50
年

に
約
５
万
人
と
激
減
し
、
そ

の
後
ゆ
る
や
か
な
減
少
と
な

る
も
市
街
地
に
集
中
し
過
疎

地
は
ま
す
ま
す
深
刻
化
す
る

が
、
こ
の
法
律
及
び
計
画
は

社
会
資
本
、
イ
ン
フ
ラ
整
備

等
の
事
業
に
よ
っ
て
過
疎
地

の
安
定
を
図
る
目
的
で
あ
る

が
、
こ
の
現
状
を
ど
の
よ
う

に
認
識
し
反
省
し
て
い
る
か
。

　
　
　

過
疎
地
域
の
施
設
の

整
備
等
に
力
点
が
置
か
れ
て

お
り
、
環
境
充
実
と
し
て
の

ハ
ー
ド
面
は
も
ち
ろ
ん
必
要

で
あ
る
が
、
今
後
は
ソ
フ
ト

面
の
導
入
も
考
え
て
い
こ
う

と
思
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　

合
併
に
よ
り

過
疎
化
が
進
ん
で
い
る
と
い

う
の
は
、
県
内
過
疎
地
の
共

通
認
識
で
あ
る
。
過
疎
そ
の

も
の
も
マ
ン
ネ
リ
化
し
、
焦

点
が
ぼ
け
て
い
る
と
い
う
意

見
も
あ
り
、
も
う
一
度
見
直

す
必
要
を
感
じ
て
い
る
。

　
　

モ
ノ
か
ら
人
へ
の
投
資
、

す
な
わ
ち
住
民
を
誘
致
す
る

時
代
が
本
格
化
す
る
と
思
わ

れ
る
が
。

　
　
　

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
と
し
て
農
産
物
加
工
企
業

と
か
農
業
関
連
の
雇
用
の
創

出
と
文
化
面
等
を
糧
に
若
い

人
の
住
み
や
す
い
町
と
は
ど

う
い
う
も
の
か
取
り
組
ん
で

い
く
。

　
　

過
疎
地
域
自
立
促
進
特

別
措
置
法
の
来
年
３
月
�1
日

ま
で
と
い
う
時
限
立
法
の
動

向
に
つ
い
て
は
。

　
　
　

耕
作
放
棄
地
な
ど
生

活
、
生
産
基
盤
の
弱
体
化
が

進
行
す
る
中
、
維
持
が
困
難

な
集
落
が
増
加
す
る
な
ど
過

疎
地
域
の
問
題
は
以
前
に
ま

し
て
深
刻
化
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
て

政
府
与
野
党
、
総
務
省
、
全

国
市
長
会
な
ど
時
代
に
対
応

し
た
新
た
な
過
疎
対
策
に
向

け
た
調
査
研
究
を
行
っ
て
い

る
の
で
、
新
た
な
過
疎
法
の

問

中
山
副
市
長

今
後
の
過
疎
計
画
の
取
り
組
み
は

市
長
／
ソ
フ
ト
面
の
導
入
も
図
る

市
長

自然に囲まれた地域

たからニュータウン（財部町新
にい

穂
ほ

）

八
木
秋
博
議
員

問

市
長

問市
長

問

市
長


